
資料６ 

平成２４年１１月２８日 

経済産業省 

商務流通保安グループ 

高圧ガス保安室 

最近の高圧ガス事故の発生状況 

及び 

検討の進め方について 



 １．平成２３年の事故件数は、１０５０件（対前年比＋１１２件）であり、 その内「災害」は、     
  ４５６件（対前年比＋７５件） 「容器の喪失・盗難」が５９４件（対前年比＋３７件）。 

    災害事故の内訳 製造事業所３６３件（対前年比＋１０１件） 

            移動中   ２６件（対前年比－７件） 
                  消費中   ６２件（対前年比－１９件） 
             その他    ５件（対前年比±０件） 
  

 ２． 平成２３年の人身被害は、死者１名（対前年比－２名）及び負傷者７０名（対前年比 

  －７名）。 

  

 ３．平成２３年の重大災害件数（喪失・盗難に係る事故を除く。）は、Ａ級２件（対前年比 

  ＋２件） 、Ｂ級３８件（対前年比＋２件：（うち、下記（注）Ｂ級：⑤以外は８件（対前年比       
  ±０件）。 

    （注）Ａ級：①５名以上の死亡災害、②重傷者１０名以上、③負傷者３０名以上、 

            ④甚大な物的災害（５億円以上）等 

        Ｂ級：①４名以下の死亡災害、②重傷者２名以上９名以下、③負傷者６名以上２９名 

           以下、④多大な物的被害（１億円以上５億円未満）、 ⑤同一事業所の１年以内 

           再発事故等  

   

  ※「１．平成２３年の高圧ガス事故の状況」で使用している事故件数については、平成２４年６月末ま    

    でに報告があったものであり、今後変更等があり得る。なお、Ｐ．６については出典参照。 

  ※高圧ガス保安法第６３条第１項では、「災害」、「高圧ガス又は容器の喪失・盗難」の場合に事故届 

    を提出することを規定。 1 

１．平成２３年の高圧ガス事故の発生状況 



事故件数の推移【災害】 

○災害の事故件数は平成１２年以降増加傾向をたどり、近年は製造事業所の事故件数の増加が顕著 

○平成２３年の災害事故件数については４５６件で、過去最高 
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製造事業所における事故件数の推移【災害】 

○製造事業所の事故は、一般則事業所及び冷凍則事業所の増加が顕著 
○平成２３年の事故件数については、LPを除き昨年より増加 
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現象別による事故件数の推移【災害】 

○近年の災害事故の現象は、7～8割を噴出・漏えい事故が占める。 

○平成２３年の事故件数について 

 ・噴出・漏洩事故の件数については、前年より大幅に増加 

 ・爆発や火災事故の件数については、昨年より減少 
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人身事故件数及び死傷者数の推移【災害】 

○平成２３年については、人身事故件数は、前年より減少（４１件→３１件）。死傷者数は、前年より減
少（８０名→７１名）。  5 



事故（Ｂ級以上）の発生原因 

○爆発等周辺への影響を含め甚大な被害を生じた事故原因の最近の傾向をみる
と、劣化等の「設備上の問題」、操作基準不備等の「体制・基準等の不備」、認知
確認ミス等の「従業者の知識・認識・経験不足」の大きく３類型に分けることがで
きる。特に「従業者の知識・認識・経験不足」に起因する事故が多い。 
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設備上の問題 
体制・基準等の不備 

従業員の知識・認識・経験不足 

出典：経済産業省委託 高圧ガス事故等調査報告(2002年～2011年：高圧ガス保安協会）をもとに集計。 

複数要因は按分。 

過去10年間（平成14年～平成23年）の高圧ガス事故（Ｂ級以上※ ）の原因 
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※ C級事故の繰り返しによるものを除く。 



２．最近の重大事故・保安管理義務違反の事例 

○平成２３年以降において、死亡を伴う事故や保安管理義務違反が大企業において発生。 

●平成２３年以降に発生した主な高圧ガス保安法・石油コンビナート等災害防止法に係る 
 重大な事故・保安管理義務違反の事例 

業種 事故・保安管理義務違反の内容 人的被害 

コスモ石油 
(石油精製） 
高圧ガス保安法 

(H23/3/11)【事故・保安管理義務違反】 
東日本大震災により、検査のために水を満たしていた貯槽が座屈、付
近の配管が破損しガスが漏洩。緊急遮断弁を手動で開状態に固定（高
圧法違反）していたため漏洩を停止できず、火災が発生し、球形貯槽が
爆発。 

１名重傷、５名
軽傷 

東ソー 
(一般化学） 
高圧ガス保安法 

(H23/11/13)【事故】 
１系統に不調が発生した際、対応マニュアルが適切に整備されていな
かったため、各工程間のバランスが維持できず、施設全体を緊急停止。
停止後の後処理中に反応が進行、内部圧力が上昇して還流槽が破裂。
可燃性ガスが噴霧され引火・爆発。 

１名死亡 

三井化学 
（一般化学） 
石油コンビナート等災害防止
法 

（H24/4/22）【事故】 
一部製造施設が電気設備の異常により緊急停止。これに伴い、スチー
ムの供給も停止したため、全プラントの緊急停止操作を行っていたとこ
ろ、レゾルシン製造装置で爆発・火災が発生。 

１名死亡、２２名
負傷 
（うち、地域住民
１１名） 

ＪＸ日鉱日石エネルギー 
（石油精製） 
高圧ガス保安法 

（H24/7/13）【保安管理義務違反】 
認定保安検査記録の虚偽報告及び耐圧試験の不適正な実施、検査
データ等の改ざん、必要最小板厚未満での設備の使用等が発覚。 

無し 

日本触媒 
（一般化学） 
石油コンビナート等災害防止
法 

（H24/9/29）【事故】 
アクリル酸の製造工程の途中段階にあるタンク内でアクリル酸の温度
が上昇、爆発・火災が発生。 

１名死亡、３５名
負傷 
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（１）高圧ガスの事故の類型化 
 ①目的 

 過去数年間にわたり、同様な設備、部位、操作、ガス種等で繰り返し発生している事故、設備は
異なるが同じ原因と考えられる事故を抽出し類型化。その中から原因が不明で、かつ、事故件数
等が多く、調査・分析等を行う必要性が高いと考えられる事故類型を選定し、調査・検討を実施。 

 ②調査、検討中の類型化されたテーマ 
 平成２４年度に実施中のテーマは以下の通り。 
 ・フランジの締結不良の事故（締結部分の管理不良等が原因） 
 ・タンクローリーの事故（温度変化等が原因） 
 ・CNGスタンドの事故（充てんホースの引張以外）（蓄圧器周辺の振動等が原因） 

 ③今後の予定 
 類型化した事故の原因と対策を明確にし、平成２５年度前半にその周知等を実施。 

３．高圧ガス事故の発生防止に向けた検討の進め方 

参考資料：抽出、類型化し注意喚起すべき事例案の過去4年間における件数 
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（２）重大な事故、保安義務違反への対応の検討 
 平成２３年以降、大企業において死亡を伴う事故や保安義務違反が発生していることを
踏まえ、以下の対応を実施。 
 

 ①各事故の事故調査委員会の報告書等を基に、事故の原因（直接的な原因、根本的な
原因等を含む）や事故調査委員会から指摘されている対応の在り方等について事務
局で整理。 

 
 ②事故調査委員会の委員や有識者等に対し、事故の原因や対応の在り方等についてヒ
アリングを実施。 

 

 ③ヒアリング等を踏まえ、次回本小委員会で、重大な事故等の原因について報告すると
ともに、重大事故等の防止に向け、制度の見直し、事業者の自主保安のさらなる促進
等に向けた対応策を検討。 

３．高圧ガス事故の発生防止に向けた検討の進め方 


